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今年は東京オリンピック開催年。日本で初めてオリンピックが開催された 1964 年頃、直方市では、

どんな出来事があったのでしょう。 

また、この年はどんな年だったのでしょう 

昭和 39 年～昭和 41 年 

昭和 39年(1964 年) 

9 月 東京オリンピックの聖火リレーが通る 

この年、海外旅行が自由化に 

昭和 40年(1965 年) 

4 月 日の出大橋が完成 

この年、プロ野球第 1 回ドラフト会議が開催 

昭和 41年(1966 年) 

9 月 直方駅の西口が開設 

この年、ビートルズが来日 

 
 年も明け、初詣で 1年の幸せを祈った方も多いでしょう。2017 年にユネスコ世界遺産に登録され

た宗像大社や沖ノ島関連遺産群ですが、鞍手地方とも深い関りがあります。 

 「日本書紀」によると宗像三女神（田心姫神・湍津姫神・市杵島姫神）は大陸との海の道を守り、

歴代の天皇をお助けするため、鞍手にある六ヶ岳に天降られたとの記述があります。孝霊天皇の時代

に現在の宗像三所に移されました。六嶽神社の縁起によると、六嶽神社は三女神を祭神とし、政務天

皇七年、室木の長である長田彦が崎門山頂に上宮、室木に下宮を置いたのが始まりです。 

 また宮若市の天照宮は、笠置山に天降った饒速日（にぎはやひ）尊が祭神ですが、饒速日（にぎは

やひ）尊が東へ上って行くときに従ったのは、鞍手の新北をはじめ、筑豊各地の物部（軍勢）であり、

西川村誌によると、欽明天皇の時代に筑紫国造の弟（国造という説もあり）で、鞍手の地名の起こり

となった鞍橋（くらはし）君は、現在の鞍手町新北と新延の地を領地としていたと書かれています。 

 さらに「日本記」に日本武（やまとたける）尊が熊襲討伐の際に新延剣神社、熱田神社に駐屯し、

討伐後はその太刀や甲冑を新延剣神社に置いたとあります。「古事記」には神功皇后が三韓から帰還の

時、鞍手町古門から上陸し八尋四郎丸の白山峠を超えて都へ行ったと伝えられています。 

 あくまでも伝説であり、事実は分かりませんが、古代のロマンを掻き立てられます。 

       鞍橋君（くらはしきみ） 

6 世紀中ごろの豪族。敵の馬の鞍橋を射抜いたというほ

どの弓の名手で、「鞍橋君」と呼ばれました。欽明 15 年百

済と新羅の戦争で百済の王子を助け出し、武勇をたたえら

れました。直方市新入の剣神社は、かつて「倉師（くらじ）

大明神」と呼ばれており、鞍橋君と深い関りがある可能性

があります。 

「西川村誌」 NL219 ｸ 

「福岡県神社誌 上」 NL175 ｹ 

「鞍手町誌」 NL219 ｸ  



 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

直方市立図書館 

 直方市山部 301-1 ユメニティのおがた内 

TEL 0949-25-2240 FAX 0949-23-3902 

http://www.yumenity.jp/library/library.htm
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はじめの一歩 ～郷土資料の紹介～ 

直方市立図書館にある郷土関係の本を紹介していきます。 

郷土の歴史や文化に興味をもっていただくきっかけになればと思っています。 

 

今回は、直方の昔話を知ることができる本をご紹介します。 

 

『直方むかしばなし』    上刎忠/舌間信夫∥筆文 N388 ノ 

『郷土のものがたり』               福岡県総務部広報室∥編 N388 ケ 

『筑豊弁で語る ちくほうの民話』     占部 暢勇/著 N388 チ 

 

青山敏文は寛文 11 年新入剣神社黒山辰舎の長男として生まれ、宝暦 12 年 84 歳で亡く

なりました。元禄 4 年、当時妙見社とよばれた多賀神社の神主となり、その時、藩主長清公の

命を受け禁裏へ願い出て、「多賀大神」の名称を許されました。国学を興した荷田春満の門下

となり、その高弟の加茂真淵らとともに万葉集の研究をし、福岡藩内で最も早く国学者として

知られた人です。直方藩第四代藩主黒田長清公の花見の宴で詩を奉じ、その才能が藩主に認め

られ、命を受けて「福地三所神記」を著しました。教育にも力を入れ、近隣の子弟のために「広

業書塾」を開き、国学を教えました。 

 敏文はたびたび京都に出かけ、文化を持ち帰りました。現在に伝わる多賀神社の御神幸は、 

平安時代風の衣装をつけ、武器を持ち、きらびやかな行列で知られていますが、それは敏文が

京の葵祭にならい、始めたものです。また多賀神社誌によると、多賀神社をはじめ直方近辺に

伝わる神楽は、敏文が宮中の内侍所に伝えられた神楽の秘曲を持ち帰りました。それは直方流

と呼ばれ、六嶽神社に伝わる神楽も同じく敏文から教わったと伝えられています。直方藩主は

これを聞き、寛永八年以降神楽料として米を奉納していました。 

 また和歌を烏丸大納言に師事し、歌人としても知られました。京で和歌振興のため、加茂

真淵らと開いた歌会の記録が残されています。 

 

  

「直方市史 上」 Ｎ219 ﾉ 

「直方歴史ものがたり」 N219 ﾉ 


